
○岡山理科大学通信教育部規程 

 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 岡山理科大学通信教育部規程（以下、「本規程」という。）は、岡山理科大学

（以下、「本大学」という。）学則第 62 条に基づき通信教育部について定める。 

（目的） 

第２条 通信教育部情報理工学部では、情報技術を核として社会にある問題を発見・分析

し、新たな知見を得ることや情報システム開発を行うことにより、人間の持つ様々な機

能を拡張し、人に優しい社会を目指すことのできる人材の養成を教育研究上の目的とす

る。 

（自己点検・評価） 

第３条 通信教育部は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的を達成するために、教育

研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

（学部、学科及び学生定員） 

第４条 通信教育部に設置する学部及び学科、並びに定員は、次のとおりとする。 

    情報理工学部 

    情報理工学科  入学定員 200 名 

            編入学定員（２年次） 10 名 

            編入学定員（３年次） 20 名 

            収容定員 870 名 

（修業年限及び在学年限） 

第５条 通信教育部の修業年限は４年とする。ただし、在学期間は８年を超えることはで

きない。 

 

第２章 教育課程 

（科目の区分） 

第６条 通信教育部の授業科目は、基盤教育科目、専門教育科目に区分する。 

（授業科目） 

第７条 教育課程は、教育課程編成・実施の方針に基づき、相互の関連性及び学修内容の

順次性をふまえ、体系的に整備するものとする。 

２ 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択必修科目、選択科目に分け、これを各年次

に配当して編成する。 

３ 基盤教育科目の主要授業科目の別、単位数及び必修・選択の別は、別表Ⅰに定める。 

４ 専門教育科目の主要授業科目の別、単位数及び必修・選択の別は、別表Ⅱに定める。 

（授業の方法） 

第８条 授業は、メディア授業により行うものとする。 

２ メディア授業は、校舎又は他の適当な場所において講義、演習のいずれかにより又は

これらの併用により、双方向の通信システムにより行う授業をいう。 

３ 授業は、外国において履修させることができる。 

（単位の基準） 

第９条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、次の基準により単位数を計算する。 

２ 講義及び演習については、15時間の授業をもって１単位とする。 

３  前２項の規定にかかわらず、卒業研究及びゼミナールに相当する授業科目について

は、これらに必要な学修等を考慮して単位数を定める。 

 

  第３章 入学 

（入学時期） 

第 10 条 入学の時期は、４月及び９月とする。 



（入学資格） 

第 11 条 第１年次学生として入学できる者は、次の各号のいずれかに該当するものとす

る。 

(1) 高等学校(中等教育学校の後期課程を含む。)を卒業した者 

(2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者(通常の課程以外の課程によりこ

れに相当する学校教育を修了した者を含む。) 

(3) 外国において学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第一号）による高等学校

卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含

む。） 

(7) 本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、18 歳に達した者 

（入学手続き） 

第 12 条 入学試験合格者は、指定の期日までに入学金、授業料及びその他の諸納付金を

納入するとともに、保証人連署の誓約書、卒業証明書等を提出し、かつ所定の宣誓をし

なければならない。 

２ 入学試験合格者が故なくして、前項の手続きを怠るときは、合格の許可を取り消すこ

とがある。 

３ 第 1 項の手続きを完了した者に対して学長は入学許可を与える。 

４ 編入学、転入学、及び再入学の場合も同様の手続きとする。 

（編入学） 

第 13 条 通信教育部の２年次以降に編入学を希望する者があるときは、別に定める資格

を有する者を選考の上、学部教授会の審議を経て、学長が編入学を許可する。 

２ 編入学(短期大学を卒業した者を含む。)に関する規程は別に定める。 

（転入学） 

第 14 条 学生が他の大学へ転学、又は他の大学への入学を志願しようとするときは、学

長に願い出て許可を受けなければならない。 

（転籍） 

第 15 条 本大学通学制学部の学生が通信教育部に転籍を願い出た場合は、学部教授会の

審議を経て、学長が許可する。 

 

第４章 卒業及び学位 

（卒業） 

第 16 条 本大学の通信教育部に４年以上在学し、124 単位以上を修得した者に対して学部

教授会の審議を経て、学長が卒業を認定する。 

（学位） 

第 17 条 前条の卒業を認定された者には、学士（情報理工学）の学位を授与する。 

 

   

第５章 入学検定料・入学金及び授業料等 

(入学検定料・入学金・授業料等) 

第 18 条 入学検定料・入学金及び授業料等(以下「納付金」という。)は、別表Ⅲのとお

りとする。 

第 19 条 演習に要する費用は別に徴収する。 

第 20 条 前２条の諸納付金は、別に定める規程により納入しなければならない。 

２ 所定の期日までに納付金の納入を怠っている者は、それを納入するまで授業の受講及



び試験への出席、並びにオンラインで提供するサービスの利用を禁止することがある。 

 

第 6 章 科目等履修生・単位互換履修生 

(科目等履修生) 

第 21 条 本大学生以外の者で本大学の特定の授業科目について履修を願いでた者がある

ときは、選考の上、学長は、科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生の検定料・入学金及び履修料は、別表Ⅳのとおりとする。 

３ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

(単位互換履修生) 

第 22 条 他の大学又は短期大学との協議に基づき、当該大学の学生で、本大学の授業科

目を履修しようとする者があるときは、学長は、単位互換履修生として許可することが

ある。 

２ 前項に関する規程は、別に定める。 

 

 

第 7 章 雑則 

（学則の適用） 

第 23 条 本規程に定めのない事項については、本学学則を適用する。 

（改正） 

第 24 条 本規程の改正は、学部教授会及び大学協議会の審議を経て、学長が決定する。 

 

附 則（令和６年２月 28日 第 11 回大学協議会） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

別表Ⅰ 基盤教育科目の授業科目、主要授業科目、単位数及び必修・選択の別 

授業科目 

主要授

業科目 

単位数 

必修 選択 

フレッシュマンセミナー  1  

キャリアデザイン１   2 

キャリアデザイン２   2 

コミュニケーション１  2  

コミュニケーション２   2 

健康の科学   2 

人間を読みとくＡ   2 

人間を読みとくＢ   2 

文化を読みとくＡ   2 

文化を読みとくＢ   2 

文化を読みとくＣ   2 

社会を読みとくＡ   2 

社会を読みとくＢ   2 

データを読みとく   2 

自然を読みとくＡ   2 

自然を読みとくＢ   2 

技術を読みとくＡ   2 

技術を読みとくＢ   2 

基盤英語１ 〇  2 

基盤英語２ 〇  2 

English for Computer Science   2 

English for Business Field   2 



基盤日本語１   2 

基盤日本語２   2 

情報系日本語   2 

ビジネス日本語   2 

 

別表Ⅱ 専門教育科目の授業科目、主要授業科目、単位数及び必修・選択の別 

授業科目 

主要授

業科目 

単位数 

必修 選択 

数学入門 〇  2 

情報基礎数学１ 〇  2 

情報基礎数学２   2 

情報理工学フロンティア 〇 2  

コンピュータ概論 〇 2  

情報システム概論  2  

ゲームシステム概論   2 

基礎プログラミング 〇 2  

応用プログラミング 〇  2 

インターネット・セキュリティ・アルゴリズ

ム入門 

〇 2  

数理科学   2 

情報数理 〇  2 

数理シミュレーション   2 

情報セキュリティ 

暗号理論 

 

 

 

 

2 

2 

ネットワークプログラミング 〇  2 

インターネット論   2 

Ｗｅｂシステムプログラミング 〇  2 

データベースプログラミング 〇  2 

データ構造とアルゴリズム 〇  2 

情報理論   2 

オペレーティングシステム   2 

プロジェクトマネジメント論   2 

ＡＩ概論 〇  2 

ＡＩプログラミング１ 〇  2 

ＡＩプログラミング２ 〇  2 

ＡＩアルゴリズム 〇  2 

インタラクティブシステム   2 

知的ネットワークコンピューティング   2 

機械学習 〇  2 

自然言語処理   2 

ＡＩロボティクス   2 

生成ＡＩ論   2 

コンピュータビジョン   2 

簿記基礎   2 

簿記原理   2 

ファイナンシャルプランニング   2 

財務諸表論   2 

データサイエンス 〇  2 

統計 〇  2 

データ解析プログラミング 〇  2 



ゲーミフィケーション   2 

基礎データ解析 〇  2 

応用データ解析   2 

データの可視化 〇  2 

ゲームプログラミング 〇  2 

Ｗｅｂデザインプログラミング 〇  2 

ゲームグラフィックス   2 

ゲームプロジェクト論   2 

ゲームメカニクス 〇  2 

メディアリテラシ   1 

アニメーションデザイン   2 

キャラクターデザイン   2 

映像ストーリー制作論   2 

メディアアート   2 

映像制作技術論   2 

情報理工学セミナー１ 〇 2  

情報理工学セミナー２ 〇 2  

 

別表Ⅲ （納付金）               （単位：円） 

入学検定料 入学金 授業料 

10,000 30,000 350,000 

 

 

別表Ⅳ（科目等履修生の納付金）         （単位；円） 

入学検定料 入学金 一単位当たりの履修料 

5,000 10,000 11,000 

 




